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山形県  戸沢村山形県  戸沢村 豊かな自然に四季のかおりと舟唄のこだまする村をつくろう豊かな自然に四季のかおりと舟唄のこだまする村をつくろう

2〜3p　９月定例会　過去最大の補正予算を可決過去最大の補正予算を可決!!!!
4〜5p　令和5年度　各会計決算審査各会計決算審査
6〜7p　令和6年　令和6年　7月豪雨災害7月豪雨災害
8〜9p　各常任委員会・県議との意見交換会各常任委員会・県議との意見交換会　　議会日誌　他
10p　７月25日からの豪雨災害を受けて７月25日からの豪雨災害を受けて　　編集後記・表紙の言葉
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測
量
設
計
、
工
事
費

	
	
	

４
０
０
０
万
円
。

　

令
和
６
年
７
月
豪
雨
災
害
に

関
す
る
被
災
者
へ
の
被
害
見
舞

金
、
生
活
再
建
に
係
る
補
助
金
、

廃
棄
物
処
理
費
、
災
害
復
旧
工

事
費
、
除
排
雪
事
業
費
等
を
可

決
し
ま
し
た
。

主
な
歳
出
内
訳

災
害
救
助
費

被
災
住
宅
応
急
修
理
等
委
託
料

２
０
０
０
万
円
、
賃
貸
型
応
急

住
宅
借
上
料
１
８
０
０
万
円
、

浸
水
住
宅
復
旧
緊
急
支
援
事
業

費
補
助
金		

１
３
５
０
万
円

衛
生
費

予
防
接
種
費　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
委

託
料	

	
	

１
５
３
４
万
円

土
木
費

除
雪
対
策
事
業
費

　

５
７
９
０
万
円
の
増

災
害
復
旧
費　

補
正
額

　

９
億
３
５
２
５
万
８
千
円

９
月
定
例
会
は
９
月
11
日
か

ら
13
日
の
３
日
間
の
会
期
で
行

い
ま
し
た
。
報
告
事
項
２
件
、

令
和
６
年
度
補
正
予
算
７
件

（
う
ち
１
件
は
専
決
処
分
の
承

認
）、
令
和
５
年
度
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
６
件
、
条

例
改
正
４
件
、
条
例
の
設
定
が

１
件
、
規
約
の
一
部
変
更
２
件

が
提
案
さ
れ
、
全
議
案
を
可
決
。

令
和
６
年
９
月
定
例
会
で
は

全
議
員
一
般
質
問
を
行
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
戸
沢
村
議
会
で
一

般
質
問
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の

は
初
め
て
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
般
質
問
を
行
わ
な
か
っ
た
経

過
等
に
つ
い
て
は
６
～
7
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

一
般
質
問
と
は
議
員
が
、

村
の
一
般
事
務
に
対
し
て

そ
の
執
行
の
状
況
又
は
将

来
の
方
針
、
政
策
的
提
言

や
行
政
の
課
題
な
ど
を
村

長
な
ど
の
執
行
部
に
直
接

質
す
こ
と
で
す
。
質
問
の

範
囲
は
、
村
の
行
財
政
全

般
の
ほ
か
、
地
域
で
住
民

生
活
に
密
接
し
て
い
る
事

項
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

◎
農
業
振
興
事
業
費

　

	

１
億
１
０
６
５
万
円

主
な
内
訳

・
農
機
具
修
理
・
再
取
得
支
援

補
助
金	

３
５
０
０
万
円
。	

	

・
農
林
水
産
物
等
災
害
対
策
事
業

費
補
助
金	

２
４
４
０
万
円
。

・
小
規
模
農
地
等
災
害
復
旧
事
業

	
	
	

２
０
０
０
万
円
。

◎
災
害
復
旧
費

　

４
億
３
５
９
５
万
７
千
円

主
な
歳
出
内
訳

災
害
対
策
総
務
費

避
難
所
食
事
代	

１
０
０
０
万
円

廃
棄
物
処
理
等　

４
８
０
０
万

円
（
処
理
手
数
料
２
０
０
０
万

円
、
廃
棄
物
運
搬
２
０
０
０
万

円
、
廃
棄
物
積
み
込
み
重
機
・

収
集
運
搬
車
両
賃
借
料
等
々
８

０
０
万
円
）

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
費

農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事

業
費　

測
量
設
計
、
工
事
費
、

資
材
代		

２
億
１
９
８
０
万
円
。

林
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費　

測
量
設
計
、
工
事
費

	
	
	

４
９
０
０
万
円
。

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

令
和
６
年
９
月
定
例
会
で
過

去
最
大
の
補
正
予
算
を
可
決
し

ま
し
た
。
９
月
下
旬
の
推
計
で

農
林
業
関
連
の
被
害
額
は
20
億

円
超
、
村
道
、
水
道
、
公
共
下

水
道
施
設
の
被
害
額
は
７
億
円

超
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
７
月
豪
雨
災
害
に

対
応
す
る
た
め
の
予
算
と
し
て

計
上
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
補
正
内
容

過去最大の過去最大の
一般会計補正予算額一般会計補正予算額
専決処分含め専決処分含め

17億2,400万円を可決17億2,400万円を可決17億2,400万円を可決

9月
定 例 会

令和6年一般質問を取り止め、災害
対策に戸沢村、戸沢村議会、
迅速にあたる

一般質問を取り止め、災害
対策に戸沢村、戸沢村議会、
迅速にあたる

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

補
正
額
５
億
４
２
０
０
万
円

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

補
正
額
11
億
８
２
０
０
万
円
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戸沢村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
	 	 	 …………………………………… 724千円
戸沢村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
	 	 	 ………………………………… △745千円
戸沢村介護保険特別会計補正予算（第１号）
	 	 	 …………………………………31171千円

戸沢村簡易水道事業会計補正予算（第１号）
収益的収入及び支出の補正
	 	 	 ……… 収入10666千円　支出29195千円
資本的収入及び支出の補正………… 収入5300千円
戸沢村下水道事業会計補正予算（第１号）
収益的収入及び支出の補正
	 	 	 …… 収入186720千円　支出180427千円
資本的収入及び支出の補正………… 収入1600千円

災
害
対
策
総
務
費

村
災
害
見
舞
金
５
０
０
０
万
円

（
大
規
模
半
壊
等
家
屋

　

30
万
円
）

（
戸
半
壊
・
床
上
浸
水

　

20
万
円
）

（
床
下
浸
水	
10
万
円
）

災
害
廃
棄
物
処
分
手
数
料

	
	

２
０
０
０
万
円
の
増

災
害
廃
棄
物
運
搬
処
分
業
務
委

託
料	

	
	

６
２
０
０
万
円

二
次
避
難
所
借
上
料

	
	
	

１
８
０
０
万
円

生
活
家
電
等
（
エ
ア
コ
ン
・
洗

濯
機
・
冷
蔵
庫
・
テ
レ
ビ
）
購

入
費
補
助
金	

４
２
０
０
万
円

小
型
家
電
・
家
庭
用
機
械
器
具

等
購
入
費
補
助
金

	
	
	

４
０
０
０
万
円

宅
地
等
災
害
単
独
復
旧
事
業
費

助
成
金		

	

１
０
０
０
万
円

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
費

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

	
	

４
億
９
３
７
０
万
円

林
業
施
設
災
害
復
旧
費

	
	
	

５
５
７
万
円

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

	
	

１
億
７
９
９
０
万
円

〇
戸
沢
村
災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

令
和
６
年
７
月
25
日
の
災
害

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
村
民
の

福
祉
及
び
生
活
の
安
定
を
図
る

べ
く
、
所
要
の
規
定
の
整
理
を

行
う
た
め
提
案
さ
れ
た
。

　

「
障
害
」
を
「
障
が
い
」
に
、

「
意
義
」
を
「
定
義
」
に
改
め

ら
れ
、
災
害
援
護
資
金
の
取
扱

い
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

〇
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例

　

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
条

例
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

〇
戸
沢
村
定
住
促
進
住
宅
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

当
該
条
例
の
29
条
に
よ
る
住

宅
の
譲
渡
申
請
書
が
提
出
さ
れ
、

譲
渡
す
る
た
め
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

〇
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　

国
の
法
改
正
に
よ
り
被
保
険

者
証
等
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

伴
う
規
約
変
更
は
議
会
の
議
決

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
提
案

さ
れ
た
。

〇
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

新
た
に
副
管
理
者
を
置
く
た

め
、
議
会
の
議
決
が
必
要
に
な

る
こ
と
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
母
が
中
国
で
不
法
に
逮
捕

さ
れ
て
い
る
件
に
関
す
る
陳

情
」
、
「
国
民
の
命
を
守
る
た

め
に
早
急
に
日
米
地
位
協
定
の

抜
本
的
改
定
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情
」
は
、

委
員
会
付
託
せ
ず
、
議
運
、
全

協
で
の
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

〇
戸
沢
村
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

政
令
に
伴
い
、
所
要
の
規
定

を
整
理
す
る
た
め
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

〇
令
和
６
年
７
月
豪
雨
に
係
る

災
害
被
害
者
に
対
す
る
戸
沢
村

税
の
減
免
の
特
例
に
関
す
る
条

例
　

令
和
６
年
７
月
豪
雨
災
害
に

よ
る
被
災
者
の
村
民
税
・
固
定

資
産
税
の
減
免
を
図
る
た
め
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
宅
の
災
害
程
度
、
合
計
所

得
金
額
に
応
じ
て
村
民
税
が
減

免
さ
れ
ま
す
。
減
免
の
割
合
は

10
分
の
10
か
ら
８
分
の
１
ま
で
。

　

固
定
資
産
税
は
損
害
の
程
度

に
応
じ
、
10
分
の
10
か
ら
10
分

の
２
ま
で
の
５
段
階
で
軽
減
又

は
免
除
さ
れ
ま
す
。

特別会計・企業会計補正額特別会計・企業会計補正額

条
例
改
正
等
５
議
案

全
会
一
致
で
可
決

規
約
の
一
部
変
更
２
議
案

全
会
一
致
で
可
決

陳
情
取
り
扱
い
結
果
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く
は
譲
渡
す
る
の
か
。

A　
「
紅
」
の
方
に
所
有
権
は
移

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
売
却

す
る
か
ど
う
か
は
確
認
し
ま
す
。

Ｑ　
高
齢
者
福
祉
交
通
事
業
扶
助

費
の
内
容
は
。

A　
タ
ク
シ
ー
券
で
す
。

Ｑ　
使
い
勝
手
が
悪
い
と
い
う
声

が
あ
り
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
券
に
変

更
で
き
な
い
か
。

A　
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
令
和

３
年
度
に
５
０
０
円
分
の
タ
ク
シ

ー
券
に
切
り
替
え
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
ご
好
評
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
券

へ
の
変
更
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

に
て
議
論
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ　
春
先
、
角
川
地
区
に
箱
罠
を

と
り
つ
け
た
。
サ
ル
被
害
の
状
況

は
。

A　
春
先
は
罠
に
か
か
っ
て
い
ま

し
た
が
、
家
庭
菜
園
の
収
穫
時
期

に
入
り
、
畑
に
出
没
し
て
い
ま
す
。

10
月
、
11
月
以
降
罠
に
入
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
地
方
揮
発
油
譲
与
税
と
は
。

A　
地
方
揮
発
油
譲
与
税
は
国
か

ら
分
配
さ
れ
ま
す
。

Ｑ　
公
営
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て

１
８
６
万
４
６
０
０
円
の
収
入
未

済
額
、
何
件
分
か
。

A　
前
年
度
の
住
宅
使
用
料
の
未

済
で
す
。
公
営
住
宅
及
び
子
育
て

応
援
住
宅
の
方
で
６
件
ほ
ど
の
未

納
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　
草
薙
地
区
の
再
開
発
事
業
費
、

土
地
購
入
費
が
３
１
８
千
円
ほ
ど

支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
記
手
数

料
を
含
め
て
８
２
万
３
千
円
ほ
ど

支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
す

べ
て
完
了
か
。

A　
残
り
３
件
、
未
解
決
な
土
地

が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
相
続
登
記

人
が
多
く
時
間
が
か
か
る
見
込
み

で
す
。

Ｑ　
購
入
し
た
土
地
を
売
却
も
し

Ｑ　
除
雪
委
託
料
２
４
３
５
万
１

６
８
４
円
不
用
額
と
な
っ
て
い
る
。

積
雪
量
が
少
な
く
除
雪
の
稼
働
が

少
な
い
こ
と
が
理
由
か
。

A　
降
雪
が
少
な
く
除
雪
の
稼
働

が
少
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

Ｑ　
今
冬
は
大
雪
と
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
今
年
度
の
除
雪
対
策
は

万
全
か
。

A　
除
雪
が
１
回
し
か
行
け
な
い

も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
間
に
ま
た
、

降
雪
が
あ
っ
た
場
合
の
件
か
と
思

い
ま
す
。
除
雪
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

使
え
な
い
か
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
県
単
独
土
砂
災
害
対
策
事
業

費
負
担
金
、
６
６
３
１
千
円
あ
る

わ
け
で
す
。
危
険
個
所
と
い
う
意

味
か
。

A　
神
田
地
区
、
急
傾
斜
の
対
策

事
業
の
負
担
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
急
傾
斜
に
つ
い
て
は
県
営
事

業
で
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

そ
れ
で
救
済
で
き
な
か
っ
た
分
に

つ
い
て
は
村
単
独
で
や
っ
た
30
年

災
の
実
績
が
あ
る
。
今
後
も
同
様

か
。

A　
今
回
の
豪
雨
に
よ
り
各
地
で

土
砂
崩
れ
等
が
発
生
し
ま
し
た
。

今
後
、
情
報
を
取
り
ま
と
め
、
現

地
確
認
の
う
え
対
策
を
検
討
し
た

い
。

Ｑ　
若
者
セ
ン
タ
ー
２
階
部
分
の

施
設
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い

よ
う
だ
が
改
善
策
は
。

A　
状
況
を
確
認
し
、
必
要
で
あ

れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
強
く
指

導
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
収
納
率
が
95
％
、

令
和
４
年
度
の
収
納
率
が
94
・
３

％
、
令
和
５
年
度
が
94
・
１
％
と

ほ
ぼ
、
横
ば
い
の
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。

質
疑
の
主
な
内
容

委 員 長／加藤　政一議員（左）
副委員長／荒川　和明議員（右）

区　分
歳　　入 歳　　出

令和5年度決算額 令和4年度決算額 増減額 令和5年度決算額 令和4年度決算額 増減額
一般会計 5,425,109 5,234,734 190,375 5,028,425 4,641,337 387,088

特
別
会
計

国民健康保険 8,812 8,532 280 8,024 6,865 1,159
後期高齢者医療 64,320 61,052 3,268 63,447 60,041 3,406
介 護 保 険 782,750 784,080 −1,330 750,606 731,745 18,861

合計（一般・特会） 6,280,991 6,088,398 192,593 5,850,502 5,439,988 410,514

区　　分
令和５年度

予　算 決　算 増減

企　

業　

会　

計

簡易水道事業
会計決算

事業収益 186,582 194,243 7,661
事業費用 218,216 209,088 −9,128
差 引 −31,634 −14,845 16,789

下水道事業
会計決算

事業収益 171,466 165,588 −5,878
事業費用 208,944 194,985 −13,959
差 引 −37,478 −29,397 8,081

区　　分 決算額（千円）収納率（％）
村 民 税 144,939 95.5
固定資産税 197,393 92.0
軽自動車税 18,172 97.8
た ば こ 税 29,613 100.0
入 湯 税 5,071 100.0
旧法による税 31 8.0
合 計 395,219 94.1

令和5年度　一般会計・特別会計　決算（単位：千円）	

企業会計決算（単位：千円）

村税の決算額と収納率

※歳入歳出とも千円未満は、四捨五入

※	簡易水道事業、下水道事業は令和5年度より企業会計へ移行しました。
　令和4年度までは特別会計。

令
和
５
年
度

　
村
税
の
決
算
額
と
収
納
率

令和５年度令和５年度
一般会計一般会計
決算審査決算審査
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Ｑ　
最
上
地
区
広
域
連
合
を
解

散
す
る
の
か
、
継
続
と
な
る
の

か
、
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

A　
目
的
は
達
成
し
た
と
思
い

ま
す
。
当
面
は
国
の
シ
ス
テ
ム

変
更
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

Ｑ　
今
年
度
、
施
設
か
ら
不
正

請
求
さ
れ
た
件
に
つ
い
て
係
争

に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
経
過

は
。

A　

県
と
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
不
正
請
求
額
は
戸
沢
村
分

で
６
１
８
万
５
４
５
６
円
と
高

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
と
の

や
り
取
り
を
重
ね
、
県
は
事
業

所
の
指
定
を
取
り
消
し
ま
し
た
。

被
害
額
を
不
納
欠
損
と
処
理
し

て
よ
い
か
協
議
し
た
結
果
、
訴

訟
に
至
り
ま
し
た
。

Ｑ　
被
害
額
の
回
収
の
見
込
み

は
。

A　
少
し
経
緯
を
見
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
回
収
の
見
込
み
に

つ
い
て
回
答
で
き
る
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　
被
災
さ
れ
た
方
々
の
水
道

料
金
の
基
本
料
を
免
除
す
る
と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
て
い
な
い
方
が
免
除
分
を

負
担
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
配

慮
い
た
だ
き
た
い
。

A　
今
回
の
減
免
分
が
他
の
方

の
値
上
げ
に
な
っ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

適
切
な
予
算
額
の
計
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
予
算
執
行
に

あ
た
っ
て
は
、
各
施
策
の
必
要

性
、
有
効
性
、
経
済
性
を
見
極

め
な
が
ら
、
効
率
的
・
効
果
的

な
執
行
を
要
望
し
ま
す
。
今
後

も
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に

活
用
し
、
村
民
の
満
足
度
を
高

め
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ

れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

風
水
害
、
地
震
な
ど
万
が
一

の
危
機
対
応
に
つ
い
て
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備
し
村
民
の

安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
維
持
に

万
全
を
期
す
る
よ
う
要
望
し
ま

す
。
一
方
、
事
務
事
業
執
行
の

面
に
お
い
て
も
災
害
に
よ
る
突

発
的
な
事
態
を
想
定
し
て
、
役

場
の
業
務
継
続
が
可
能
な
体
制

の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
む
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。業

務
の
公
正
性
、
透
明
性
を

確
保
し
た
う
え
で
、
限
ら
れ
た

財
源
を
最
大
限
効
果
的
、
効
率

的
に
活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
よ
り
一
層
の
向
上
に
貢
献
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
引

き
続
き
村
民
の
福
祉
の
向
上
と

村
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
よ
う
、

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

令和５年度令和５年度
特別会計・企業会計特別会計・企業会計
決算審査決算審査

質
疑
の
主
な
内
容

国
民
健
康
保
険

簡
易
水
道
事
業
会
計

介
護
保
険
事
業

効
果
的
な
予
算
執
行

最
小
経
費
で
最
大
の
効
果
を

危
機
対
応
の
構
築

監
査
意
見
（
抜
粋
）

令
和
５
年
度
一
般
会
計
の
決

算
状
況
は
前
年
度
と
比
較
す
る

と
歳
入
が
１
億
９
０
３
７
万
５

千
円
の
増
額
、
割
合
に
し
て

３
・
６
％
の
増
、
歳
出
は
３
億

８
７
０
８
万
７
千
円
の
増
、
割

合
に
し
て
８
・
３
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
等
の
構
成
比
率

は
64
・
５
％
を
占
め
て
お
り
依

然
と
し
て
依
存
財
源
比
率
が
高

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
を
経
て

住
民
生
活
も
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
全
国

的
に
も
物
価
高
騰
の
影
響
下
に

お
い
て
賃
金
上
昇
、
企
業
の
設

備
投
資
ま
で
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

戸
沢
村
も
同
様
の
状
況
に
な
っ

て
い
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
少
子
高
齢

化
、
生
産
人
口
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
歳
入
の
減
少
と
国
保
や

後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険

を
中
心
に
歳
出
の
大
幅
増
加
が

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

▶
庄
司
純
司
代
表
監
査
委
員
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７．25  豪雨災害

 復旧、　復興を 復旧、　復興を

高麗館から見た蔵岡方面

古口地区の浸水状況

津谷駅前の浸水状況蔵岡地区内被害状況

　
７
月
の
豪
雨
災
害
で
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
を

　
７
月
の
豪
雨
災
害
で
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
を

受
け
ら
れ
た
村
民
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

受
け
ら
れ
た
村
民
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

村
内
の
被
害
状
況
は
人
的
被
害
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
床
上
浸
水
・

村
内
の
被
害
状
況
は
人
的
被
害
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
床
上
浸
水
・

床
下
浸
水
あ
わ
せ
て
２
６
１
戸
で
、
農
林
業
に
関
す
る
被
害
は
、
農

床
下
浸
水
あ
わ
せ
て
２
６
１
戸
で
、
農
林
業
に
関
す
る
被
害
は
、
農

地
被
害

地
被
害
7575
箇
所
、
農
業
施
設

箇
所
、
農
業
施
設
9292
箇
所
（
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
含

箇
所
（
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
含

む
）、
農
地
４
０
６

む
）、
農
地
４
０
６
haha
、
そ
の
他
農
作
物
、
林
業
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

、
そ
の
他
農
作
物
、
林
業
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
公
共
土
木
施
設
に
関
す
る
被
害
は
、
村
道
（
土
砂
撤
去
及
び

ま
た
、
公
共
土
木
施
設
に
関
す
る
被
害
は
、
村
道
（
土
砂
撤
去
及
び

清
掃
等
含
む
）、
水
道
、
公
共
下
水
に
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

清
掃
等
含
む
）、
水
道
、
公
共
下
水
に
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

農
林
業
、
公
共
土
木
の
被
害
総
額
が

農
林
業
、
公
共
土
木
の
被
害
総
額
が
2828
億
７
千

億
７
千
9393
万
２
千
円
で
膨
大

万
２
千
円
で
膨
大

な
被
害
額
で
、
今
号
で
災
害
の
状
況
を
、
紙
面
の
関
係
で
一
部
で
す

な
被
害
額
で
、
今
号
で
災
害
の
状
況
を
、
紙
面
の
関
係
で
一
部
で
す

が
写
真
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

が
写
真
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
度
の
災
害
は
、
今
ま
で
経
験
し
た
事
の
な
い
被
害
で
あ
り
、

　
こ
の
度
の
災
害
は
、
今
ま
で
経
験
し
た
事
の
な
い
被
害
で
あ
り
、

被
害
調
査
、
国
、
県
へ
の
対
応
を
優
先
さ
せ
、
一
日
も
早
い
復
旧
、

被
害
調
査
、
国
、
県
へ
の
対
応
を
優
先
さ
せ
、
一
日
も
早
い
復
旧
、
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一日も早い一日も早い
 復旧、　復興を 復旧、　復興を

向松坂地区の土砂災害

神田から名高方面の農地

西沢地内の土砂崩落野口地内（ぽんぽ館上の）農地・土砂崩落

復
興
に
向
け
て
議
員
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

復
興
に
向
け
て
議
員
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
皆
様
の
安
全
安
心
な
生
活
に
向
け
た
課
題
解
決
の
質
問
が
、

　
皆
様
の
安
全
安
心
な
生
活
に
向
け
た
課
題
解
決
の
質
問
が
、
1212
月月

定
例
議
会
で
、
交
わ
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

定
例
議
会
で
、
交
わ
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
1212
月
定
例
議
会
の
傍
聴

月
定
例
議
会
の
傍
聴

に
お
い
で
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

に
お
い
で
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。戸

沢
村
議
会　
　
　
　
　

戸
沢
村
議
会　
　
　
　
　

議
長　
小
野　
　
宏

議
長　
小
野　
　
宏

※　※　

		

参
考
と
し
て
令
和
６
年
度
の
戸
沢
村
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

参
考
と
し
て
令
和
６
年
度
の
戸
沢
村
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

4343
億
８
千
３
０
０
万
円
で
す
。

億
８
千
３
０
０
万
円
で
す
。背

景
写
真
　
柏
沢
地
区
農
地
被
害

背
景
写
真
　
柏
沢
地
区
農
地
被
害
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９
月
12
日
合
同
常
任
委
員
会

を
開
催
し　

各
課
よ
り
７
月
25

日
か
ら
８
月
末
現
在
の
災
害

状
況
の
報
告
を
い
た
だ
き
、
今

後
の
対
応
等
を
協
議
し
ま
し
た
。

協
議
内
容
は
見
舞
金
、
住
宅
・

河
川
・
道
路
の
被
害
状
況
、
農

地
や
水
路
の
被
害
状
況
、
罹
災

証
明
書
手
続
き
、
災
害
ご
み
対

応
、
被
災
者
へ
の
健
康
観
察
や

保
険
指
導
等
多
岐
に
わ
た
り
ま

し
た
。

日
を
追
う
事
に
災
害
の
全
容

が
明
ら
か
に
な
り
、
住
居
浸
水

始
め
、
農
地
、
が
け
崩
れ
等
被

害
は
広
範
囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。

	

国
・
県
・
村
か
ら
財
政
支
援

が
受
け
ら
れ
、
個
々
の
農
地
被

害
の
復
旧
に
は
10
分
の
10
の
補

助
金
が
活
用
出
来
る
と
は
い
え
、

１
０
０
万
円
以
上
は
自
己
負
担

が
生
じ
ま
す
。

復
旧
を
諦
め
耕
作
放
棄
地
が

増
え
る
事
の
無
い
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
合
同
常
任
委
員
会
で

重
要
視
さ
れ
た
の
が
、
被
災
者

へ
の
生
活
支
援
、
高
齢
の
被
災

者
が
多
く
生
活
再
建
に
必
要
な

資
金
の
確
保
で
す
。
今
後
、
村

と
し
て
県
、
国
へ
の
要
望
を
強

化
し
、
支
援
金
を
一
刻
も
早
く

届
け
、
被
災
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
務
め
て
行
き
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会　

委
員
長　

柿
﨑　

英
矢　

総
務
文
教
・
産
業
建
設

合
同
常
任
委
員
会

山
形
県
議
会
議
員
・
戸
沢
村
・

戸
沢
村
議
会
意
見
交
換
会

９
月
14
日
、
山
形
県
議
会
よ

り
伊
藤
重
成
議
員
、
小
松
伸
也

議
員
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
戸

沢
村
か
ら
は
村
長
、
副
村
長
、

総
務
課
長
、
建
設
水
道
課
長
、

危
機
管
理
室
長
が
、
議
会
か
ら

は
全
議
員
が
出
席
し
、
災
害
の

現
状
、
今
後
の
災
害
対
応
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

７
月
25
日
の
豪
雨
災
害
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
方
へ
の
支
援
、

一
日
も
早
い
復
興
、
被
災
者
救

済
に
つ
い
て
両
県
議
よ
り
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

一
日
も
早
い
被
災
者
救
済
に

尽
力
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。さ

ら
に
は
今
後
、
想
定
さ
れ

る
危
険
個
所
の
対
策
や
、
安
全

確
保
に
必
要
と
な
る
施
策
に
つ

い
て
も
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が

も
た
ら
す
多
様
な
災
害
に
対
し

て
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
は

大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。
安
全

安
心
の
構
築
と
一
日
も
早
い
復

旧
に
向
け
て
両
県
議
と
連
携
を

図
り
、
今
後
、
国
、
県
等
関
係

機
関
へ
の
要
望
を
行
い
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　

安
食　
　

勇　
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	１日	 新庄中核工業団地企業誘致促進協議会
	 	 令和６年度定時総会
	２日	 令和５年度戸沢村消防操法大会
	 		 	国道47号・新庄酒田地域高規格道路整備

促進期成同盟会　要望活動
	 	 （新庄湯沢道路同盟会　合同）
	 	 ※湯沢河川国道事務所
	５日	 	国道47号・新庄酒田地域高規格道路整備

促進期成同盟会　要望活動
	 	 ※酒田河川国道事務所
	６日	 TOZAWAツーリズム協議会下刈り活動
	９日	 大石田町議会委員会研修対応
10日		 議会広報常任委員会
11日			 	国道47号・新庄酒田地域高規格道路整備

促進期成同盟会　要望活動
	 	 （新庄湯沢道路同盟会　合同）
	 	 ※山形河川国道事務所　
	 	 ※東北地方整備局
12日		 最上県勢懇話会例会
17日		 町村議会広報研修会（山形市）
18日		 	山形県奥羽・羽越新幹線整備実現同盟
	 	 令和６年度促進大会
22日		 	令和６年度知事と町村議会議長との
	 	 意見交換会

23日		 例月出納検査
24日		 最上広域市町村圏事務組合議会運営委員会
25日		 議員全員協議会・第５回臨時会
　　　決算審査
29日		 最上広域市町村圏事務組合議会７月臨時会

	６日	 最上広域市町村圏事務組合議会運営委員会
	７日	 議員全員協議会
13日		 最上広域市町村圏事務組合議会８月臨時会
15日		 令和６年度戸沢村20歳の集い
28日		 例月出納検査・決算審査

	３日	 議会運営委員会
	７日	 戸沢学園校内相撲大会
11日		 定例会（本会議）
	 	 決算特別委員会
12日		 決算特別委員会
	 	 合同常任委員会
13日		 定例会（本会議）
	 	 議会広報常任委員会
24日		 	例月出納調査
25日		 	町村議会広報研修会（東京）

定
例
議
会
終
了
後
に
、
議
会
広
報
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、
議
会
だ
よ
り
発
行
に
向
け

取
組
み
、
皆
様
に
「
読
み
伝
わ
る
広
報
」
を

基
本
に
編
集
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

編
集
技
術
の
向
上
に
む
け
、
県
町
村
議
長

会
主
催
の
研
修
会
と
全
国
町
村
議
長
会
主
催

の
研
修
会
に
議
長
、
副
議
長
と
広
報
常
任
委

員
４
名
全
員
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

両
研
修
と
も
、
住
民
に
情
報
を
伝
え
る
た

め
に
は
、
読
む
人
側
の
視
点
に
立
ち
読
み
や

す
く
、
紙
面
に
住
民
が
登
場
し
て
い
る
広
報

づ
く
り
に
向
け
て
の
研
修
で
し
た
。

手
に
取
っ
て
読
ん
で
頂
き
、
伝
わ
る
議
会

広
報
の
編
集
技
術
の
向
上
と
、
地
域
の
話
題

や
多
く
の
住
民
登
場
に
向
け
議
員
の
活
動
量

を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
取
材
の
際
は

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会　
　
　

委
員
長　

加
藤　

政
一　

議会広報常任委員会報告

７月

８月

９月
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議会傍聴のお知らせ

12月4日㈬〜6日㈮

次の定例会の予定は下記のとおりです。

表
紙
の
言
葉

９
月
25
日
に
戸
沢
学
園
５
年
生
に
よ
る
稲

刈
り
の
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

７
月
の
豪
雨
で
冠
水
し
ま
し
た
が
、
た
わ

わ
に
実
っ
た
黄
金
色
の
稲
を
、
地
域
の
先
生

に
稲
刈
り
鎌
の
使
い
方
や
刈
り
と
っ
た
稲
の

束
ね
方
を
指
導
い
た
だ
き
、
今
で
は
見
か
け

な
い
杭
掛
け
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

自
然
と
大
地
の
恵
み
に
感
謝
し
、
収
穫
の

喜
び
と
食
の
大
切
さ
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

　

７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
５
３
号
は
９
月
定
例
会
の
概
要
と
、
７
月

豪
雨
災
害
を
、
風
化
す
る
事
の
な
い
よ
う
に
、

災
害
状
況
の
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
、
復
興
に
む
け
あ
ら
ゆ
る
面
で

取
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　

加
藤　

政
一

編集
後記

７月25日からの豪雨災害を受けて７月25日からの豪雨災害を受けて
蔵岡地区会会長　山﨑　　昇

令和６年7月25日からの豪雨災害により、蔵
岡・堀田沢地区69戸全戸が浸水被害に見舞わ
れました。
一部住民が逃げ遅れたため、自衛隊のヘリコ
プターにより救助され、尊い一命を取り止める
ことができ、一人の犠牲者を出すことなく、済
んだことが何より幸いでした。　改めて、関係
機関の皆様にお礼を申し上げます
発災と同時に、戸沢学園避難所での生活を余
儀なくされましたが、給食・入浴・健康管理な
ど各方面に亘り、関係者の心温まる対応に感謝
しております。
さて、自宅での生活が困難な世帯に対し、応
急仮設住宅が用意され、希望した28世帯が10
月９日に仮設住宅の鍵を頂き、漸次引っ越し作
業が行われ、新しい生活が始まりました。
仮設住宅は、寒冷地仕様の高床式で断熱性や
気密性が高く、他県被災地における仮設住宅と

は違い、グレードアップしたもので、狭いなが
らも家族が団らんできる安全・安心な場が確保
できました。
気候変動や異常気象が頻発する中、これから
先、地区住民が洪水に怯えることなく、子ども
や孫の世代も安住できる地において、住民一丸
となり、新生蔵岡地区を創生すべく、行政機関
と歩調を合わせ、前を向いて行きたいと考えて
います。

応急仮設住宅


